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様式様式様式様式２２２２－－－－１１１１　　　　評価結果評価結果評価結果評価結果のまとめのまとめのまとめのまとめ

都道府県名 面積 994ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

H21

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

46

従前値
指　標

都市再生整備計画に記載し、実施できた 今後も地域住民主体の様々な活動を推進するため、活動費用の一部助成や活動機会、活動の場
の提供により支援を行う。
他地区の組織との情報共有や活動の連携により、地域活動の幅を広げる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった持続的なまちづくり
体制の構築

―
その他の
数値指標2

自主防災リーダーの登録
者数

人 33

公園（後田公園、向山公園、天白公園）、高質空間形成施設（岩屋堂公園）、高次都市施設（品野台地域交流センター、品野観光交流センター）

17.0

121

数　　値

67 H26

16.6

効果発現要因
（総合所見）

 １）事業の実施状況

―

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

交付期間
の変更

事業名

―

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

災害の不安がないと思う人
の割合

％ 24.6 H21 53.8

H26

H26

フォローアップ
予定時期

品野台地域観光交流センターに関連する事業の効果を高めるため
に情報板整備を追加。

観光交流センターの利用を促進するため、岩屋堂公園や窯元等と観
光交流センターを結ぶシャトルバス運行を追加するもの。

目標
達成度

×

指標３に関連するが、目標値は据え置く。

○57 H20

×

―

自治会等の地域活動が盛
んであると思う市民の割合

％ 30.8 H21 54.5

指標1

指　標

指標２

地区内観光施設への来訪
者数

指標３ 万人

 ５）実施過程の評価

・地域活動の場が整備されたことにより、住民相互の交流の活発化や、地域住民が主体的に活動する意識の醸成につながっている。
・品野観光交流センターの整備により、来訪者が集まりやすい環境・地域にとどまりやすい環境が整備された。また、そのことにより、地域の観光等に関する情報を発信・受信しやすい場が創出され、情報発信力の強化にもつながっている。

12

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

地域力向上事業における
地域活動数

品野台地域力向上委員会の組織化

住民参加
プロセス

岩屋堂観光まちづくり研究会の組織化

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

種類 0 H21

都市再生整備計画に記載し、実施できた

その他の
数値指標1

耐震改修（品野東保育園）、安心・安全事業、岩屋堂公園再整備事業、観光交流センター附帯事業、岩屋堂公園再整備事業計画策定、事業効果分析調査

新たに追加し
た事業

地域生活基盤施設（情報板）

観光交流センター利用促進事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

「品野台地域力向上アクションプラン」に基づく活動

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

目標値 1年以内の
達成見込み

今後も地域住民主体の活動を推進するため、情報交換や活動における支援等を行う。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

実施状況

モニタリング ― 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後も地域住民主体の様々な活動を推進するため、活動費用の一部助成や活動機会、活動の場
の提供により支援を行う。

フォローアップ
予定時期

今後の対応方針等

平成27年6月

効果発現要因
（総合所見）

目標
達成度※１

老朽化した品野東公民館に替わり、品野台地域交流センターが建設され
たことで、活動拠点機能の強化が図られ、より幅広い地域活動が可能とな
る環境が整備されことにより、品野台地域力アクションプランに基づく活動
数（活動の種類）が増加した。活動内容の多様化に伴い、係わる市民の属
性も幅広くなってきている。

品野台地域交流センターや公園整備（後田公園、向山公園、天白公園）等
により地域の防災施設が建設されたことで、防災に関する市民の関心が
高まり、自主防災リーダーの登録者数が増加した。

交付対象事業費

公共施設の耐震改修や、避難所・避難場所となる公園や地域交流セン
ターが整備された。また、品野台地域力向上アクションプランの中で、防災
グループが組まれ、防災マップづくりなどが行われている。ハード面・ソフト
面双方で活動が実施されたものの、計画期間内に大規模な地震災害や
土砂災害等が全国的に発生したことによって、災害への不安は高まって
おり、「災害の不安がないと思う人の割合」の増加には至らなかった。

老朽化した品野東公民館に替わり、品野台地域交流センターが建設され
たことで、活動拠点機能の強化が図られ、より幅広い地域活動が可能とな
る環境が整備されたことにより、地域活動の実施数が増加している。しか
し、地域面積が広く、当該施設から遠隔地に位置する集落も多く存在する
地理的条件が要因で、施設を利用できる住民が限定されている。そのた
め、地域住民全体がその効果を実感し、「地域活動が盛んであると思う市
民の割合」が増加するまでには至らなかった。

岩屋堂公園の再整備、品野観光交流センターの建設により、地域観光の
拠点が創設された。また、シャトルバスの運行により、地区内観光施設間
のつながりも強化されたことで、地区内観光施設の来訪者数が増加した。

―

関連事業に移行するため削除（品野東保育園を休園する方針が決
まり、耐震改修の時期も未定となったため）

事業として削除するものの、関連事業に移行されたため、目標等への影響はない。

―

指標３に関連するが、目標値は据え置く。

―

耐震改修（品野東保育園）、事業効果分析調査

数　　値

平成22年度～平成26年度

平成22年度～平成26年度

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

―

1年以内の
達成見込み

国費率平成22年度～平成26年度 平成26年度事後評価実施時期

愛知県 市町村名 瀬戸市 地区名

413百万円

品野地区



様式様式様式様式２２２２－－－－２２２２　　　　地区地区地区地区のののの概要概要概要概要

単位：％ 24.6 H21 53.8 H26 16.6 H26

単位：％ 30.8 H21 54.5 H26 17.0 H26

単位：万人 57 H20 67 H26 121 H26

評価値

大目標：安心・安全で、魅力に満ちた賑わいと活力あるまちづくり
目標１：地域力の向上による安心・安全なまちづくり
目標２：地域資源を活用したおもてなしのまちづくり

地区内観光施設への来訪者数

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

自治会等の地域活動が盛んであると思
う市民の割合

災害の不安がないと思う人の割合

品野地区（愛知県瀬戸市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

○地域コミュニティの向上
　・整備された各施設の適切な維持管理により、地域の活動を支える基盤を保っていく。
　・地域と行政の役割分担・連携を強化しながらまちづくりを推進し、地域での課題の発見、地域の主体的な活動及び解決への動きの活発化を図る。また、情報発信により、地域活動の波及に努める。
○地域活動参加者数のさらなる増加
　・品野地域において現在取り組まれている活動状況、市内他地域における活動状況に関する情報の発信等により、地域活動の波及に努める。
　・遠隔地の集落に居住する住民など、様々な人が参加しやすい環境整備により、地域活動の波及に努める。
○観光施設間の回遊性のさらなる向上
　・品野観光交流センターを核としながら、ハード・ソフトの両面から地域内の各観光施設間の回遊性を高める方策を検討する。
○通年での観光の魅力づくり
　・各観光施設における新たな魅力づくり、観光施設間の連携による新たな魅力づくりなど、地域において通年で人を呼び込める方策を検討する。
○観光施設アクセス道路における渋滞解消
　・もう一つの課題である回遊性の向上にも寄与するシャトルバスの運行等の方策により、ピーク時などに発生する渋滞の解消を図る。

まちの課題の変化

【課題の改善状況】
　・市民自らのまちづくりに対する機運が高まってきている中で、安全で安心して暮らすことができる基盤整備が課題となっていたが、公共施設の耐震化や避難場所の整備等によって地域防災のハード面での基盤が強化された。
　・また、品野台地域交流センターが整備され、市民活動の場が充実したことにより市民活動の実施数が増加しており、今後ソフト面での基盤強化が段階的に図られてくることが期待される。
　・地域内観光施設における来訪者数の落ち込みが課題であったが、岩屋堂公園の再整備や道の駅及び観光交流センター整備等によって新たな地域の魅力が創出され、地域への来訪者数が増加した。
【残された未解決の課題】
　・計画期間内に大規模な地震災害や土砂災害等が全国的に発生したことによって、災害への不安は高まっており、アンケートにおいて「災害の不安がない」と回答する割合が目標値まで達しなかった。引き続き地域の主体的な活動に
　　よって防災対策に取り組み、災害に対する意識を高める必要がある
　・地域の主体的な活動が活発化しているものの、地理的条件などの要因により、参加は一部の市民に限られている段階にあるため、様々な人が参加しやすいような環境整備が必要となる。
　・地域全体で増加した来訪者を地域内の各観光施設にまで波及させるため、新たに整備された品野観光交流センターを核としながら、観光施設間の回遊性をさらに高めていくことが必要となる。

目標値

品野台地域交流センター

岩屋堂公園再整備事業

情報板

天白公園整備事業

品野観光交流センター


